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Calculated MW:48kD;Observed MW:55kD
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	製品名: カルレティキュリンウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。カルレティキュリンは、小胞体腔内において主要なCa(2+)結合（貯蔵）タンパク質として機能する多機能タンパク質です。また、核内にも存在することから、転写調節に関与している可能性が示唆されています。カルレティキュリンは、核内受容体スーパーファミリーのDNA結合ドメインのアミノ酸配列とほぼ同一の合成ペプチドKLGFFKRに結合します。カルレティキュリンは、全身性エリテマトーデスおよびシェーグレン症候群患者の特定の血清中の抗Ro/SSA抗体を含む抗体に結合します。種間で高度に保存されており、カルシウムと結合する可能性のある小胞体および筋小胞体に局在します。カルレティキュリンのアミノ末端はグルココルチコイド受容体のDNA結合ドメインと相互作用し、受容体が特異的なグルココルチコイド応答エレメントに結合するのを阻害する。カルレティキュリンはアンドロゲン受容体のその部位への結合を阻害することができる。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIH-3T3細胞のライセートのウェスタンブロット解析。カルレティキュリンウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、カルレティキュリンウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

